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お 知 ら せ


【1月27日総合庁舎内の対応】


■早朝抗議集会


■時間外報告集会


①８時３０分までに３階２号会議室に集合して下さい。


②８時４４分まで報告集会を行います。


③８時４５分に解散します。





雇用確保に向けて、切実な実態を訴える非常勤の仲間！


（1月18日実施の職員監交渉）





2010年度 NO．７


２０10年１月２５日





　今回の道当局の提案を聞いてかららは、とにかく不安な毎日です。正直雇い止めになると生活はできない訳で、そうなった時のことを考えると目の前が暗くなり、涙が浮かんできて何も手につきません。家族に不安な思いをさせてはいけないと思い今回のことは未だ話せず、職場でも非常勤の仲間はいなく、一人孤独に悩む毎日です。前回の報酬改悪時にも辛い思いをし、それでも働かせてもらえるだけ有り難いと良い方向に気持ちを切り替え、今まで頑張ってきました。なのに、今回弱い立場の非常勤にこんな提案を言い出すとは、信じられず落胆するばかりです。主人の職場も「お役所でも減給・ボーナスカットの時代なんだから」と言われカットされ、とうとうボーナスが支給されなくなってしまいました。雇い止めを行ったら、更に民間にも悪影響を及ぼすのではないでしょうか。何としても、「任用・報酬等の見直し」を撤回させ、６５歳までの雇用継続を約束するとの明言を強く求め、非常勤の仲間と連携をとり、総支部組合員のみなさんのご協力を頂きたいと思います。　Mさん





組合からのお知らせ


�


■闘争山場（27日・1時間ストライキ）に向けた総決起集会を本日勤務終了時、総合庁舎１階ロビーで行います。短時間ですので、帰らないで参加してください！！　　　　　　　　　　




















＊腕章着用闘争現在実施中です！持っていない方は組合まで連絡してください


　　　　














　今回、私たちの身に降りかかっている提案について、今後の生活への大きな不安と道当局への怒りを感じているのは、私だけではなく全道の非常勤の仲間も同じだと思います。非常勤ばかりがなぜこんな目に遭うのでしょうか。新規任用を止められ、更に多くの仲間が配置換えを余儀なくされ、今回は、「雇い止め」の提案。いったい、私たちが何をしたのでしょうか、「65歳まで再任用することができる」という雇用条件は、私たちが今までにたたかい勝ち取ってきた保障なのです。それを一方的に反故にして良いのでしょうか。網走管内には41名の一般職非常勤職員・全道には３１８名の仲間がいます。その一人ひとりの生活が今回のたたかいにかかっています。私たちの死活問題なのです。これからがたたかいの山場です。非常勤も一丸となり組合の仲間と共に一致団結し毅然とした態度でたたかっていきます。　　網走総支部非常勤連絡会議 議長 吉岡　千賀　　　　　　　　　　





　今回の非常勤の見直し・雇い止めの文字を見るたび、なぜこんな簡単に非常勤職員に結びつけられるのか、不満を感じます。２年前の職変以来、仕事にも環境にも慣れ、真面目に取り組んできましたが、どう努力しても結局、格差を付けられる立場なのかと、悔しさと憤りを感じます。とにかく雇い止めはしない！と言われるまでは、不安ではありますが、頑張りたいと思います。　　　Nさん
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